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ICTV法による植生調査（イメージ） 
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みんなのプランツ図鑑の概要（１） 
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何が生息してるの？ 

これは何？ 

みんなの 

プランツ図鑑 

これは何？ 

どこに生息？ 

動画/属性情報_植物標本.mp4
動画/属性情報_植物標本.avi


みんなのプランツ図鑑（オンライン） 

4 

 写真をみんなのプランツ図鑑に送る 
 位置・時間（GPS：スマホ）+写真（スマホ）→みんプラ 

 草木の同定 
 位置+時間（季節）→候補 

   管理者所有の調査データ（位置、時間（季節）） 

   位置・時間（季節）情報→植生DB 

 同定（パターン認識：検索） 

   植生の知識→認識アルゴリズム 

 同定結果を返す 
 属性+生息域+・ ・ ・ →利用者（コンテンツが重要） 

 学術利用：DNA、形態分類学（写真DB）等（将来） 



みんなのプランツ図鑑（オフライン） 
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 事前処理 

 認識のためのDBを作成する 

   管理者所有の調査データ、管理に必要なデータ構造 

 学習機能（キーテクノロジー） 

   植生の知識→草木の特徴：判別ポイント 

 事後処理 

 位置+時間+写真→仮想現場（オンラインでも可） 

  管理者の植生DBが充実 

 位置+時間+写真→再学習 

  認識能力向上 

 



調査方法の比較② 

（高） 

（高） リアルタイム性連続性（空間・時間） 

河川水辺の 

国勢調査 

調
査
精
度 

 みんなの 

プランツ図鑑 

 （図鑑法） 
ICTV法 



みんなのプランツ図鑑（オンライン） 
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 写真をみんなのプランツ図鑑に送る 

 位置・時間（GPS：スマホ）+写真（スマホ）+音声→みんプラ 

 草木の同定 

 位置+時間（季節）+音声認識→候補 

   管理者所有の調査データ（位置、時間（季節）） 

   位置・時間（季節）情報→仮想現場：植生DB 

 同定（パターン認識：検索） 

   植生の知識→認識アルゴリズム 

 同定結果を返す（含む音声） 

 属性+3Dモデル（標本モデル）+生息域+★→利用者 

動画/属性情報_植物標本.mp4


みんなのプランツ図鑑（オフライン） 
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 事前 

 認識のためのDBを作成する 

   管理者所有の調査データ 

   管理に必要なデータ構造 

 学習機能（キーテクノロジー） 

   植生の知識→草木の特徴：判別ポイント 

 事後 

 位置+時間+写真→仮想現場（オンラインでも可） 

  管理者の植生DBが充実 

 位置+時間+写真→再学習 

  認識能力向上 

 



パターン認識とは 
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対象のデータ化（画像、音声、株価等） 

 特徴抽出（特徴ベクトル） 

パターン学習（パターンの取得、DB化） 

パターン照合（認識：検索） 

再学習（DB更新、イノベーション） 

 カテゴリー認識と同一物体認識 

 顔の検出と個人認証 



特徴ベクトルの作成（ニューラルネット：NN） 
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 対象のデータ化（画像、音声、株価等） 

  特徴抽出（特徴ベクトル） 

  対象の知識→特徴の抽出 

T→(0,1,1,1,1,1,1,0, 

0,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,1,1,0,0,0,・・・,0,0,0,1,1,0,0,0) 

 or (0,0, 0,0, 0,0, 0,0,1,1, 0,0, 0,0, 0,0,1,1, 0,0, 

0,0, ・・・,0,0,0,0,0,0,0,0) 

0 1 1 1 1 1 1 0
0 1 1 1 1 1 1 0
0 0 0 1 1 0 0 0
0 0 0 1 1 0 0 0
0 0 0 1 1 0 0 0
0 0 0 1 1 0 0 0
0 0 0 1 1 0 0 0
0 0 0 1 1 0 0 0

2値化 

ベクトル化 



パターン照合（NN認識：検索） 
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パターン
照合 

（認識： 
検索） 

(再学習) 
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ご清聴頂きありがとうございました 
 
      Tomoji Takatsu, PhD CEng 
 


